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第６５回全国高等学校教頭・副校長会 

総 会 及 び 研 究 協 議 大 会 要 項 
 

～ 統 一 主 題 ～ 

自ら未来を切り拓くイノベーション人材を育む高校教育の推進 

～全ての子供たちへのよりよい教育を支える教師力・学校力の 

充実を目指して〜 

 
期   日  令和８年８月５日（水）～８月７日（金） 

 

日程・会場 

第１日 〇全国研究部会    国立オリンピック記念青少年総合センター 

  センター棟研修室 404 

 （8月5日）   受 付       12:30～ 

        全国研究部会    13:00～14:00 

      〇全国理事研究協議会 国立オリンピック記念青少年総合センター 

センター棟研修室 416 

        受 付       14:00～ 

        講 演       14:30～15:30 

        全国理事研究協議会 16:00～17:00 

  第２日 〇全体会       国立オリンピック記念青少年総合センター 

カルチャー棟大ホール 

 （8月6日）   受 付        9:00～ 

        開会式・講話・総会  9:30～12:00 

        歓迎公演      13:00～13:30 

                講 演       13:30～15:00 

      〇分科会       国立オリンピック記念青少年総合センター 

        第１分科会     15:30～17:30 カルチャー棟 小ホール 

        第２分科会     15:30～17:30 センター棟 研修室 417 

        第３分科会     15:30～17:30 センター棟 研修室 101 

 

  第３日 〇分科会        国立オリンピック記念青少年総合センター 

 （8月7日）   受 付        9:00～ 

        第１分科会      9:30～11:30 カルチャー棟 小ホール 

        第２分科会      9:30～11:30 センター棟 研修室 417 

        第３分科会      9:30～11:30 センター棟 研修室 101 

  

主   催  全国高等学校教頭・副校長会 

主   管  東京都公立高等学校副校長協会 

後   援  文部科学省       東京都教育委員会 

       全国高等学校長協会   東京都公立高等学校長協会 

       公益財団法人 日本教育公務員弘済会東京支部 
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第第 6655 回回全全国国高高等等学学校校教教頭頭・・副副校校長長会会総総会会及及びび研研究究協協議議大大会会  開開催催要要項項  

１ 目 的     全国高等学校教頭・副校長の連携を図るとともに、高等学校教育の諸課題について研究

協議を行い、時代の進展に即応する教頭・副校長としての資質の向上と高等学校教育の充

実を図る。 

２ 主 催 全国高等学校教頭・副校長会 

３ 主 管 東京都公立高等学校副校長協会 

４ 後 援 文部科学省、東京都教育委員会 

 全国高等学校長協会、東京都公立高等学校長協会 

公益財団法人 日本教育公務員弘済会東京支部 

５ 期 日 令和８年８月５日(水)～８月７日(金)「初日(８月５日)は全国役員・理事のみ」 

６ 日 程 

期日 

時間 

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

12:30 13:00 14:00 14:30 15:30 16:00 17:00 

8/5 
(水) 

9:30    10:00 11:00            12:00 

受 

付 

全 国 

研 究 

部 会 

受 

付 

講 演 
休 

憩 

全国理事 

 研究協議会 

 

8/6  
(木) 

受 

付 

開会式 

講 話 

総 会 

昼食 

休憩  

歓迎 

公演 
講 演 

休憩 

移動 
分科会① 

 

 

 

8/7 
(金) 

受 

付 

分科会② 

12:00   13:00  13:30        15:00  15:30                        17:30  

 

 

9:00      9:30                        11:30    

 

７ 会 場  
会 議 名 会 場 住 所 電 話 

全国研究部会・講演 

全国理事研究協議会 

国立オリンピック記念青少年総合センター 

全国研究部会 (センター棟研修室404) 

全国理事研究協議会(センター棟研修室416) 

〒151-0052 

東京都渋谷区代々木神園町3-1 
03-3469-2525 

開会式・講話・総会 

講演・分科会 

国立オリンピック記念青少年総合センター 

開会式･講話･総会 カルチャー棟大ホール 

第1分科会 カルチャー棟小ホール 

第2分科会 センター棟研修室417 

第3分科会  センター棟研修室101 

〒151-0052 

東京都渋谷区代々木神園町3-1 

 

 03-3469-2525 
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開  会  式 
 

 

日 時 ８月６日（木） ９：３０～１０：００ 

場 所 国立オリンピック記念青少年総合センター 

     カルチャー棟大ホール 

 

 

１ 開会のことば 

    全国高等学校教頭・副校長会 副会長         内 藤 隆 志 

 

２ 国歌斉唱 

 

３ 挨  拶 

    大会運営委員長                   村 田 聖 士 

    全国高等学校教頭・副校長会 会長          松 井 章 朗 

 

４ 来賓祝辞 

    文部科学省初等中等教育局長             望 月    禎 様 

    東京都教育委員会教育長               坂 本 雅 彦 様 

全国高等学校長協会 会長              寺 島 雅 夫 様 

 

５ 来賓紹介 

  〔来 賓〕 

    文部科学省初等中等教育局 主任視学官         田 村    学 様 

東京都教育庁教育改革推進担当部長          小 林    靖 様 

全国高等学校長協会 会長               寺 島  雅 夫  様 

    東京都公立高等学校長協会 副会長          佐 藤 正 吾 様 

    公益財団法人 日本教育公務員弘済会 東京支部長    東   浩 通 様 

 

６ 閉会のことば 

    全国高等学校教頭・副校長会 副会長         柴 崎 智 勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

司  会  永井  愛（東京・赤羽北桜） 

運  営  茅根  勝（東京・武蔵丘）  川里 勝己（東京・大泉桜） 

      塙  典子（東京・板橋有徳） 

記  録  山沖 和之（東京・戸山）   佐藤 康史（東京・文京） 

      鷲ノ上亮一（東京・鷺宮）   菅野 孝之（東京・板橋） 
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講    話 
 

日 時 ８月６日（木）１０：００～１１：００ 

場 所 国立オリンピック記念青少年総合センター 

カルチャー棟大ホール 

 

 

  演 題 
 

   多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに 
−学習指導要領の改訂を視野に⼊れて− 

 

      講師 文部科学省初等中等教育局 

              主任視学官  田 村  学 様 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師紹介及び謝辞  全国高等学校教頭・副校長会 会長 松 井 章 朗 

 

司  会  永井  愛（東京・赤羽北桜） 

運  営  茅根  勝（東京・武蔵丘）  川里 勝己（東京・大泉桜） 

      塙  典子（東京・板橋有徳） 

記  録  山沖 和之（東京・戸山）   佐藤 康史（東京・文京） 

      鷲ノ上亮一（東京・鷺宮）   菅野 孝之（東京・板橋） 
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－ 講 話 Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ － 
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総    会 
 

 

日 時 ８月６日（木）１１：１０～１２：００ 

場 所 国立オリンピック記念青少年総合センター 

カルチャー棟大ホール 

 

１ 議長選出 

 

２ 議  事 

（１）令和７年度事業報告・・・・・・・・・・・・ 副 会 長  矢野 彰伸（大 阪） 

（２）令和７年度決算報告・・・・会  計 黒谷 邦男（東 京） 木藤 則行（東 京） 

（３）会計監査報告・・・・・・会計監査 持田 貴嘉（埼 玉） 簾  雄 太（千 葉） 

（４）令和８年度役員選出・・・・・・・・・・・・ 会  長  松井 章朗（東 京） 

（５）令和８年度部会組織について 総務部会・・・ 副 会 長  内藤 隆志（山 梨） 

研究部会・・・ 研究部長  古川 壽秀（東 京） 

（６）新会長あいさつ・・・・・・・・・・・・・・ 会  長  古島 俊雄（東 京） 

（７）令和８年度事業計画について・・・・・・・・ 副 会 長  原田 信彦（岡 山） 

（８）令和８年度予算について・・会  計 黒谷 邦男（東 京） 木藤 則行（東 京） 

（９）令和８年度研究発表について・・・・・・・・ 副 会 長  柴崎 智勝（北海道） 

（10）令和９年度研究発表について・・・・・・・・ 研究部長  古川 壽秀（東 京） 

（11）令和１０年度全国大会開催県発表・・・・・・ 総務副部長  小島美由紀（神奈川） 

（12）全国大会宣言、分科会統一主題・・・・・・・ 会  長  古島 俊雄（東 京） 

 

３ 令和９年度全国大会準備委員長挨拶・・・・・・ 準備委員長 福島 卓也（鳥 取） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長  水沼 伸人（栃 木）    土肥  清（富 山） 

      嶋田 好克（愛 知）    福重 清数（兵 庫） 

 

司  会  永井  愛（東京・赤羽北桜） 

運  営  茅根  勝（東京・武蔵丘）  川里 勝己（東京・大泉桜） 

      塙  典子（東京・板橋有徳） 

記  録  山沖 和之（東京・戸山）   佐藤 康史（東京・文京） 

      鷲ノ上亮一（東京・鷺宮）   菅野 孝之（東京・板橋） 
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歓 迎 公 演 
日 時 ８月６日（木）１３：００～１３：３０ 

場 所 国立オリンピック記念青少年総合センター 

カルチャー棟大ホール 

東京都立深沢高等学校和太鼓部 

東京都立深沢高等学校は、世田谷区に位置し、60 年以上の歴史を重ねてきた普通科の高等学校です。 

私たち和太鼓部は創部 31 年目を迎え、現在は部員数 12 名で活動しています。春は地元駅前のさくらま

つりから始まり、夏は近所の深沢神社の祭礼やせたがやふるさと区民祭り、秋には松陰神社参道商店街秋

まつりなど、年間を通して様々な地域の行事に参加しています。地域行事で出会った地元の福祉施設から

演奏依頼を受け、出張公演をすることもあります。冬には最大のイベントである東京都高等学校文化連盟郷

土芸能部門中央大会に参加します。どの行事や大会においても聴いてくださる方が楽しい気持ちになるよう

な、深沢ならではの演奏を披露できるように、日々練習を重ねています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
これまで郷土芸能部門文化連盟賞受賞（平成 15 年度）、ジュニアコンクール東京大会敢闘賞受賞（平成

16 年度）、中央大会郷土芸能部門全国高等学校総合文化祭東京都代表推薦（平成 19・25 年度）、郷土芸

能部門優秀賞受賞（平成 29 年度）などの賞をいただいてきました。 

  普段練習しているレパートリーの多くは、ＯＢや

ＯＧの先輩が作曲・編曲したオリジナル曲です。深

沢高校周辺の駅の名前がタイトルになった「池尻

（いけじり）」という曲や、自然に畏敬の念を表した

「感謝」などがあります。 

「感謝」の気持ちを大切にし、太鼓の材料の木

や動物の革などの自然や支えてくださるたくさん

の方々などに思いを込めながら、部員全員が日々

の練習、そして学校生活に励んでいます。 

本日はこのような機会をいただき、感謝いたしま

す。これまでの練習の成果を発揮できるよう一生

懸命演奏します。生の演奏でしか味わえない和太

鼓の迫力を、ぜひお聴きください。 
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講   演 
 

日 時 ８月６日（木）１３：３０～１５：００ 

場 所 国立オリンピック記念青少年総合センター大ホール 

 

  演 題 

 「ＡＩと共存する未来 ～今存在しない職業に就く子ども達に

必要な教育とは～」 

      講師 サイエンス作家／理学博士（Ph.D.） 

                    竹 内
たけ うち

  薫
    かおる

 氏 

 

【講師紹介】 竹内 薫 氏 

サイエンス作家／YES International School 校長／ 
ZEN 大学教授 
東京大学教養学部教養学科（専攻、科学史・科学哲学）・
東京大学理学部物理学科卒業。マギル大学大学院博士
課程修了（専攻、高エネルギー物理学理論）。大学院を
修了後、サイエンスライターとして活動。物理学の解説
書や科学評論を中心に 150 冊あまりの著作物を発刊。
2006 年には「99.9％は仮説～思い込みで判断しないた
めの考え方」（光文社新書）を出版し、40 万部を越え
るベストセラーとなる。物理、数学、脳、宇宙・・・な
ど幅広い科学ジャンルで発信を続け執筆だけでなく、
テレビ、ラジオ、講演など精力的に活動している。  
＜＜おおももなな著著書書＞＞  
『99.9%は仮説～思いこみで判断しないための考え方』 

(光文社新書)『わが子を AIの奴隷にしないために』 (新潮新書)『自分はバカかもしれない
と思ったときに読む本』 (河出書房新社) 『不完全性定理とはなにか 完全版 ゲーデルとチ
ューリング 天才はなにを証明したのか』（講談社）『フェイクニュース時代の科学リテラシ
ー超入門』（ディスカヴァー携書）『AI時代を生き抜くための仮説脳』 (リベラル新書) 、
他著作物、翻訳は多数 
＜＜テテレレビビ・・連連載載＞＞  
NHK E テレ『サイエンス ZERO』日本経済新聞『今週の 3冊』朝日中高生新聞『BOOK 欄』他 

 

講師紹介  東京大会運営委員長         村田 聖士 

謝  辞  全国高等学校教頭・副校長会 会長  古島 俊雄 

 

司  会  千名原容子（東京・大山） 

運  営  茅根  勝（東京・武蔵丘）  川里 勝己（東京・大泉桜） 

      塙  典子（東京・板橋有徳） 

記  録  加藤由希子（東京・第四商業） 小林 雅博（東京・飛鳥） 

      遠藤 大輔（東京・王子総合） 
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－ 講 演 Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

− 7− − 8−



- 9 - 
 

第１分科会 
管管理理運運営営研研究究  

  教頭・副校長の職務内容と管理運営上の諸課題 

 日 時 ８月６日（木） １５：３０～１７：３０ 

    ７日（金）  ９：３０～１１：３０ 

 助言者 東京都公立高等学校長協会 

東京都立国際高等学校     統括校長 寺島 雅夫 様  

議 長 東京都立狛江高等学校     副 校 長 沢田  彰 

    東京都立神代高等学校     副 校 長 澤崎 陽彦 

司 会 東京都立富士高等学校附属中  副 校 長 坂  一成 

    東京都立三宅高等学校     副 校 長 秋本 則彦 

記 録 東京都立三鷹中等教育学校   副 校 長 齊藤 博之 

    東京都立国際高等学校     副 校 長 新田 太一 

 

発表順 発表都県 発表者(学校名) 発 表 主 題 

１ 東京都 
藤 井 ゆ き 
（千 歳 丘） 

「東京型教育モデル」の実現に向けた副校⻑のリーダーシップ 

２ 徳島県 
吉 田 和 美 
（池   田） 

地域を教室に、生徒を未来の創り手に 
〜⼈⼝減少地域における公⽴高校としての取組〜 

３ 北海道 
國 村 光 二 

（帯広南商業） 
「南商ブランド」の継承 

〜本校の教育⼒と組織⼒を生かした学校運営を通して〜 

４ 岐阜県 
道 下 亜紀子 

（飛騨特別支援） 
児童生徒が地域で生き生きと自分らしく生活していくために 

誌上 

発表 
福井県 

清 水 徹 弘 
（羽  水） 

令和７年度 教育目標の検討  
〜「ＵＳＵＩ７」の再考に係る取組について〜 

 

 

【８月６日（木）】 

   15:30 15:35               16:20  16:25                  17:10             17:30 

開

会 

発表①(35 分) 

質疑応答(10分) 

発表 

交代 

発表②(35 分) 

質疑応答(10分) 

協議･情報交換(10分) 

指導助言(10分) 

【８月７日（金）】 

     9:30  9:35                   10:20    10:25                 11:10               11:30 

開

会 

発表③(35 分) 

質疑応答(10分) 

発表 

交代 

発表④(35 分) 

質疑応答(10分) 

協議･情報交換(10分) 

指導助言(10分) 
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－ 分 科 会 Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ － 
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第２分科会 
高高校校教教育育研研究究  

  高等学校の教育課程と学習指導に関する諸課題 

 日 時 ８月６日（木） １５：３０～１７：３０ 

    ７日（金）  ９：３０～１１：３０ 

 助言者 東京都公立高等学校長協会 

東京都立小山台高等学校    統括校長 石田 健司 様  

議 長 神奈川県立秦野総合高等学校  副 校 長 押野  裕 

    東京都立南多摩中等教育学校  副 校 長 山下  創 

司 会 東京都立成瀬高等学校     副 校 長 渡邉 善正 

    東京都立八王子北高等学校   副 校 長 野村 知世 

記 録 東京都立野津田高等学校    副 校 長 松本 洋一 

    東京都立農業高等学校     副 校 長 大森のり子（8月 6日） 

東京都立府中東高等学校    副 校 長 高野 吉靖（8月 7日） 

 

発表順 発表県 発表者(学校名) 発 表 主 題 

１ 兵庫県 

髙 瀨 直 ⼈ 
(豊   岡） 
中 尾  浩 

（豊岡総合） 

兵庫県但馬地域における生徒のふるさと意識及び各校の
特色ある取組 
〜ふるさと意識調査及び各校の取組から⾒えるもの〜 

２ 東京都 
大 ⻄ 祐 輔 

（府   中） 

都⽴高校全日制・定時制課程における「不登校生徒への
通信教育や遠隔授業等を利用した単位認定の制度」に関
する実態調査 

３ 岡山県 
吉 田 裕 幸 

（勝山・蒜山校地） 
地域社会と共に歩む高校教育 
 〜未来を拓く連携のカタチ〜 

４ 鹿児島県 
相 良 敏 夫 

（伊 集 院） 
伊高 Renovation 
〜鹿児島県⽴伊集院高等学校の取組〜 

誌上 

発表 
新潟県 

冨樫  亮(新 潟) 
德永美智子(⻑岡商業) 
上村 正子(加 茂) 

アントレプレナーシップの視点に基づく探究型学習の充実 
―主体性・課題解決⼒の育成を目指して― 

 
【８月６日（木）】 

   15:30 15:35               16:20  16:25                  17:10             17:30 

開

会 

発表①(35 分) 

質疑応答(10分) 

発表 

交代 

発表②(35 分) 

質疑応答(10分) 

協議･情報交換(10分) 

指導助言(10分) 

【８月７日（金）】 

     9:30  9:35                   10:20    10:25                 11:10               11:30 

開

会 

発表③(35 分) 

質疑応答(10分) 

発表 

交代 

発表④(35 分) 

質疑応答(10分) 

協議･情報交換(10分) 

指導助言(10分) 
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－ 分 科 会 Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ － 
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第３分科会 
生生徒徒指指導導研研究究  

  生徒指導・進路指導・特別活動に関する諸課題 

 日 時 ８月６日（木） １５：３０～１７：３０ 

    ７日（金）  ９：３０～１１：３０ 

 助言者 東京都公立高等学校長協会 
東京都立本所高等学校     校   長 伊達崎 広 様（8月 6日） 
東京都立武蔵村山高等学校   校   長 梶原 敏幸 様（8月 7日） 

議 長 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 教   頭 山村 宏幸 
    東京都立大田桜台高等学校   副 校 長 小池 秀朋（8月 6日） 
    東京都立橘高等学校      副 校 長 和田  稔（8月 7日） 
司 会 東京都立大森高等学校     副 校 長 松永 啓邦 
    東京都立橘高等学校      副 校 長 和田  稔（8月 6日） 
    東京都立六郷工科高等学校   副 校 長 松尾 守将（8月 7日） 
記 録 東京都立江戸川高等学校    副 校 長 金澤 理奈（8月 6日） 
    東京都立科学技術高等学校   副 校 長 佐々木義秀（8月 6日） 
    東京都立江東商業高等学校   副 校 長 芝原 美希（8月 7日） 
    東京都立橘高等学校      副 校 長 親泊 寛昌（8月 7日） 

発表順 発表県 発表者(学校名) 発 表 主 題 

１ 東京都 
竹 内 康 憲 

（本  所） 
「総合的な探究の時間」を効果的に運用するための組織体制 

２ 群馬県 
⻑ 岡 将 之 
（前 橋 南） 

「自ら考え、判断し、行動する」生徒を育む学校文化の創造 
〜「ＳＡＨ事業」3 年間の実践と管理職の役割〜 

３ 福島県 志 賀 光 博 
(あぶくま柏鵬 小野校舎) 

「個別支援教育を基盤とした『対話と信頼』による生徒指
導」 〜『ふくしまならでは』のすべての生徒の社会的自⽴
を支える学校づくり〜 

４ 石川県 
板 坂 純 理 
（金沢二水） 

伝統の継承と主体性・自己有用感の向上をめざして 
〜奉仕・協働・支援でつなぐ伝統と学び〜 

誌上 

発表 
⻑野県 

三 木 舞 子 
（松本県ケ丘） 

探究を実践しつづける縣陵⼈を育てるために 〜生徒のウ
ェルビーイングを実現するための支援体制づくり〜 

 
【８月６日（木）】 

   15:30 15:35               16:20  16:25                  17:10             17:30 

開

会 

発表①(35 分) 

質疑応答(10分) 

発表 

交代 

発表②(35 分) 

質疑応答(10分) 

協議･情報交換(10分) 

指導助言(10分) 

【８月７日（金）】 

     9:30  9:35                   10:20    10:25                 11:10               11:30 

開

会 

発表③(35 分) 

質疑応答(10分) 

発表 

交代 

発表④(35 分) 

質疑応答(10分) 

協議･情報交換(10分) 

指導助言(10分) 
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－ 分 科 会 Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ － 
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大会参加者アンケートのお願い 

参加された皆様方の率直な意見・感想をお伺いすることにより、今後の全国大会の企画･運営の参考

とするため、次の URL、二次元コードからご回答お願いいたします。（８月２１日（金）まで） 

https://forms.gle/pANutbdX7EyBMtHm8

参加者用トートバッグのデザインは、都立高校生に制作していただきました。 


